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こんにちは。おはようございます。日本はも
う３１日になってハロウィーンの日だと思います
ので、私もこんなふうにイヤリングを着けてみ
ました。ジャック・オー・ランタンになってい
るんですけれども。スクールサイコロジストと
いうのは、子どもたちと直接接することが多い
ので、とくに学校に行きますので、こういう小
道具も用意しないといけないんですね。今日は
そのスクールサイコロジストについてお話しさ
せていただきます。私の授業をとった方は、そ
こは聞いたことがあると思うこともあるかもし
れませんが、復習だと思ってお聞きいただけれ
ばと思います。
アメリカのスクールサイコロジストというこ
とで、その国、国によってスクールサイコロジ
ストといっても違いはあるかもしれません。日
本の場合は、スクールサイコロジストと言わな
いで、スクールカウンセラーという職業がある
と思うのですが。アメリカでは学校の中に、メ
ンタルヘルスに関わる職種の人が、大きく分け
で３種類います。一つはスクールサイコロジス
ト。それから一つは、この東海岸のほうではガ
イダンスカウンセラーと呼ぶことが多いのです
けれども、西の方では日本と同じようにスクー
ルカウンセラーと呼んでいるようです。それか
ら、もう１種類がスクールソーシャルワーカー

というのが配備されていることもあります。そ
の三つの職種、どの人もカウンセリングをした
り、親や子どもや先生と協働して仕事をするわ
けですけれども、一つのすみ分けとしては、ス
クールサイコロジストは、アセスメントすると
いうこと、特別支援教育に非常に深く関わると
いうことが大きな特色だといえると思います。

本日の流れは、スクールサイコロジストとは
というのと、スクールサイコロジストの仕事に
ついて。それから、パンデミックでどんなこと
があったことがあったかということについて。
そして、スクールサイコロジストに求められる
知識やスキルにはどんなことがあるのかという
こと。あと日本を考えたときに，
こういうところのポイントを強化していく必要
があるのではないかというところを、少しお話
させていただけばと思います。
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１）スクールサイコロジストとは

まず、スクールサイコロジストというのは、
乳幼児から就学年齢、大きくて、ずっと行って
大学生ぐらいまでですかね、おもには乳幼児か
ら高校を卒業するぐらいまでの子どもに特化し
て心理士です。専門分野はそういう年齢が対象
なので、発達とか学習とか学校適応だとかです。
それから、行動に関してのいろいろな問題につ
いていろいろコンサルテーションすることも多
く、行動マネージメントなどもしています。そ
して、対象はもちろん子どもなんですけれども、
その子どもをめぐって保護者とか教師とか、そ
れから学校組織全体とかにも及び、そのほかに
管理職にも話をしたり、コンサルテーションし
たりします。
おもに資格は、州による認定になっています。

だいだい資格は学校に関してだけでなく、お医
者さんとか、このあと話してくださる森先生の
クリニカルサイコロジストの資格も、そういっ
たものすべてライセンスというものに関して
は、教育局が認定をしているんですね。そして、
日本の臨床心理士でいえば臨床心理士認定協会
というのあるのでしょうか、臨床心理士を認定
する協会があって、そこが協会認定というのを
やっていたと思うんですが、公認心理師ができ
る前はそういうことをだったと思うんですが、
そのようなかたちのNASPという全米スクー
ルサイコロジスト協会による全米資格というの
もあります。おそらくこれはいろいろな州に

よって違いがあるので、それを一つの一貫した
クオリティーをキープするためにということ
も、理由の一つにあるでしょう。もう一つは、
スクールサイコロジストというのが学校に関係
しているので、その人の滞在資格なども関係し
てくるんですね。外国人はなりにくい仕組みに
なっています。以前は、よい国民を育てるには、
よい国民が育てる必要があるという米国市民で
なくてはいけないというしばりがありました。
そういうことがあると外国人だとなれない。ク
リニカルサイコロジストだとなれたのですけれ
ど、スクールサイコロジストはなれないという
ようなこともありました。そうありながらも、
いろいろな文化的な背景や、英語以外の言語が
話せるスクールサイコロジストが必要だという
こともあって、それで全米資格も必要だという
声があがったのではないかなというふうに私は
思っています。おもには、州による認定で資格
をとって仕事をします。
主な仕事としては、心理教育的アセスメント
というのが、州によっては、あるいはその学校
区によってはほとんどそれしかしていないぐら
いのところも、昔はありました。今はいろいろ
教育の仕方も変わってきたことによって、少な
くなってきてはいますけれども、それでも
ちょっと前の統計ですけれども、全米のスクー
ルサイコロジストが過ごす仕事内容の半分以上
はアセスメントだという数字が出ているほど、
アセスメントが大きくあります。それから、コ
ンサルテーション。実際の介入支援。サイコロ
ジストの場合は、カウンセリングですとか、ス
キルトレーニングみたいなこともします。それ
から、心理教育をしたり、危機管理のチームに
入っていろいろ危機に対応する。介入支援のと
ころに、もちろん危機介入も入るわけですが。
そういったことと、あとは教職員対象の研修な
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ども行います。
職場は、学校、幼稚園、特別支援学校、場合
によっては、教育委員会の中に入ってやること
もありますし、大学なんかでもそういう人がい
る場合もあります。それから何らかの形で就学
年齢の子どもを対象にしたデイトリートメント
の施設ですとか病院などにいることもありま
す。あとは、矯正施設というか、法を犯してし
まった子どもがいるところで働くこともありま
す。それから、個人開業している人もいます。
公立の学校であれば、特別支援教育の対象にな
る児童生徒が一人でもいれば、スクールサイコ
ロジストを配置しなければならないという決ま
りがあります。特別支援教育の対象の子どもは
１割前後いますので、どこの学校区においても
一人はスクールサイコロジストがいることに
なっています。各学校に一人ずつ常勤でいると
いうわけではないんですけれども、もちろんそ
ういう学校もありますし、そうでない学校もあ
りますが、少なくとも学校区には一人は配置さ
れることになっています。

２）スクールサイコロジストの仕事

スクールサイコロジストの仕事は、今申し上
げましたけれども、アセスメント、子どもへの
直接的支援、コンサルテーション。全校レベル
での実践、学校あげて何々をするっていうのが
あります。それから、ポリシーに関してのこと
を管理職といろいろコラボレーションしながら

見直しをしたり、新しいことを考えたりすると
いうのも関わっていきます。それから、地域コ
ミュニティーにいる専門職との連携というのも
していきます。学校に来ている子どもたちは、
地域の相談機関だとか、お医者さんだとか、な
んらかのそういったサービスを使っていること
もありますので、そういったところとの連携が
非常に大事です。それから、学校のほうから、
「個人的にこういうところに相談に行ったり、
トレーニングを受けるといいですね」と紹介す
ることがありますので、どんなリソースがどれ
だけあるかというのを知っていることは大事に
なっていきます。

３）スクールサイコロジストの仕事の目指すもの

学校に関係するサイコロジストであるわけで
すから、当然学習ということを無視するわけに
はいかないですね。無視するわけにはいかない
というか、昔は勉強か、それとも心の余裕かみ
たいな、日本でもそういうところがありました
よね。学習のことを厳しくやっていくとゆとり
がなくなって、ゆとりがないと子どもたちが
きゅうきゅうとしてしまうと、ゆとりの時間を
つくってカリキュラムも少し軽くすると、今度
は学力が落ちるみたいなところで、天秤のよう
にあっちが重くなったりこっちが重くなったり
というようなこと、アメリカでも繰り返してき
ました。しかしその中で、両方が大事なんだ。
両方がそれぞれを補っていく、あるいはそれぞ
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れを相互に高め合って行くものなのだというこ
とが研究でも立証されてきました。学校という
ところは学力を身につけるために来ているの
で、学力において伸びていくということを、ど
の子においても軽く見てはいけない、それは情
緒的な適応にも関連するからということです
ね。おまえはいいよ、野球がうまいんだから、
野球だけやっていればみたいなかたちでするの
ではなくて、どの子も学力で伸びていけるよう
に、それをサポートしていくということを、大
きく私たちは意識している必要があるんです
ね。それからもちろんポジティブな行動とか、
ポジティブなメンタルヘルスを促進していくと
いうこともとても大事です。それから、多様な
学習者の支援、学習者の中にはいろいろなニー
ズがあったり、いろいろな学習の仕方があった
りします。アメリカなんかは移民の国ですから、
いろいろな言語を話す家庭から来ている子ども
もいます。この学校すごく大変なんですよって
いうのを、この学校に来ている子どもたちの
バックグラウンドの言語を数えると５０何カ国語
あります、といったことでよく表わします。日
本でも経済的に大変な家庭が多いということ
を、どのぐらい給食費免除の子どもがいますと
いうことで言うかもしれませんが、そういうこ
とももちろん使うんですけれども、バックグラ
ウンドの多様性を言語の数で表わしたりしま
す。それから、学び方というのも多様です。こ
の多様性の中には、特別支援教育的な、障害で
すとか、障害があるための学び方の違いとか、
そういったものも含めますが、多様な学習者が
いて、その多様な学習者のそれぞれを支援して
いくということを目指していかなければいけま
せん。多様な学習者の中の大多数を救いました
というかたちではなくて、すべての子どもたち
がいろいろな支援を受けながら学習を向上させ

ていけるような、それを直接的、間接的にサポー
トしていくというのが、スクールサイコロジス
トの仕事です。
それから、安全でポジティブな学校風土の促
進ということで、すごく成績がよくても、学校
が殺伐としているようではいけないし、学校に
来るということが、学校に来たらほっとできる、
ここでは大丈夫なんだと安心できる、そんな学
校。そして安全であるということが、肌身をもっ
て感じられる。そして、心の中でも感じられる、
そういった学校風土の促進をしていきます。
それはどういうことかというと、もしいじめ
なんかがあれば、安全ではないですよね。いじ
められるかもしれないと思う、それだけでもド
キドキして、学習にも身が入らなくなるという
ことがありますから、そういったこと、必ずし
も学校の外で爆弾が爆発するかもしれないとい
う、そういう意味での安全、もちろんそれも大
事なんですけれども、そういうことだけではな
く、自分は安心していられるという学校風土を
つくるということは非常に大事です。それにも、
力を入れています。
それから、家庭と学校の間のパートナーシッ
プを強化していくということも、スクールサイ
コロジストはしていきます。もちろん担任の先
生それぞれが、各家庭と連絡をとったり、学校
と家庭の間にはいろいろなリエゾンといいます
か、間に立つ人がいるわけですけれども、そこ
を特にお子さんの学力向上だとか、学び方の違
いだとかいうことを学校と家庭が話すときに、
しっかりとパートナーシップを持って強化して
いかないといけません。それから、たとえば行
動問題がある場合なんかも、おたくの子こんな
ふうに悪いんです、注意してくだいというかた
ちではなく、どうしてこのような行動になって
しまうか、あるいは、そういう行動が起こって
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しまう学校の中に何か原因がないか、そしてそ
れをこのように変えていきたいということを家
庭と話したり、家庭にも協力を得て、問題が減
少するように努めていきます。
それから、全校レベルのアセスメントとアカ
ウンタビリティの向上ということで、みんなの
学習だとか、あるいはポジティブな行動だとか
が、どのように変わって行っているかというこ
とをアセスメントしたり、それからそれに対し
てアカウンタビリティが求められるわけです。
その説明がきちんとできるように、こんなこと
があって、こんなことをしたらこのように学校
が変わっていきました、と説明できる必要があ
ります。それにもスクールサイコロジストが関
わります。
それから、個々の児童生徒の学力と行動の伸
びというのが必要なので、それが伸びているか
どうかのモニタリングというのもスクールサイ
コロジストは関わっています。

４）コンサルテーション

実際にいろんなことをやっていくわけですけ
れども、そのいくつかを取り上げてお話させて
いただきたいと思います。
コンサルテーションというのは、非常に大き
な部分で、先程、アセスメントが５０％ぐらいと
言いましたけど、コンサルテーションというの
も非常に大きなものを占めています。つまり、
まず最初に先生が、うちのクラスの何々ちゃん

がちょっと心配なんだけれどって言ってきた
り、それから親御さんが実際にうちの子のこと
なんですけれどと相談してくることがあります
よね。そのときに、先生方や親御さんの言って
いることを聞きながら、問題解決を、じゃあそ
の問題に関して一緒に解決していきましょうと
支援していくわけですね。そこでは親御さんや
教師の問題解決の支援をするんですけれども、
スクールサイコロジストとしての最終的なゴー
ルは子どもなんですね。だから、その子どもが
力を発揮できるように、子どもがハッピーにな
れるようにということを支援するために、教師
や保護者の問題解決を支援するわけなのです。
こういうのを間接的なサービスと呼んでいま
す。
間接的なサービスをする子どもに関しては、
個別の児童生徒なんですけれども、それは必ず
しも障害があるとかないとかに関わらず、また
その話を持ってこられたときに障害があるかど
うかというのはわからないわけですから、誰の
ことに関しても相談にのるわけです。それから、
間接的なサービスで、ある特定のグループがこ
うなのよねという相談にも関わりますし、何年
何組の学級がちょっとわさわさしちゃっている
のよねという話があるときにも相談にのりま
す。学校組織全体に関しても相談にのることも
もちろんあります。
問題解決はそのように、持ち込まれた問題に
対して、話を聞きながら、問題の特定をしてい
きます。それから、問題自体を実際に分析しま
す。分析をする段階では教室の中に観察しに
行ったり、それまでの記録を読んでみたり、そ
ういったこともしてデータを分析し、じゃあこ
んなふうにしてみましょうというプランを作成
します。そして、プランを実施してもらって、
実施の間も観察に行ければ観察しに行ったりし
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て、その後どのように変わったかプランの評価
をしていくわけです。

５）特別支援教育との関わり

これでこう話をしているうちに、もしかした
らこの子の問題点に関しては、何らかの特別支
援教育の対象になるのかもしれないというふう
に思うこともあるわけですね。この図をご覧く
ださい。特別支援教育の関わりとしての相談
は、まず、相談が来ます。場合によっては、高
学年の子、あるいは中学高校になったら、もし
かしたら生徒のほうから言ってくるかもしれま
せんね。その受けた相談を今のようなコンサル
テーションをしながら問題解決という、要する
に申請前、つまりアセスメントをしましょうと
いう正式な申請をする前に介入をしてみます。
コンサルテーションをして、さっきのように問
題解決をトライしてみる、あるいはデータ分析
をしてみる、あるいはちょっとしたスクリーニ
ング、大きなアセスメントではないけれども
ちょっとしたスクリーニングをしてみる、行動
観察をしてみる、というようなことをしていく
わけです。コンサルテーションをして先ほどの
問題解決を試みたけれども、変わらなかったっ
ていうこともあるでしょう。そしたら、もう少
し詳しく調べてみましょうとか、あるいは、も
ちろん方法を変えましょうということもあるか
もしれませんが、そういったこともしながら、
やはり特別支援教育のなんらかの支援を受けら

れるともっといいかもしれないということが、
そこに浮上してきた場合は、実際に正式申請を
してアセスメントを行います。アセスメント自
体は、知的発達、知能検査と言ったりもします
けれども、要するに基礎的な認知機能の発達を
見ていくということですね。一般的にはWISC
が、アメリカではWISC-V が２０１４年に出てい
ますので、もう６年ほど使っている。来年あた
りに日本では出るのかな。WISC-V を使うこと
が圧倒的に多いですね。
それから、適応行動を、もし知的な遅れが疑
われる場合は適応行動も、主にVineland を使
うことが多いと思いますけれども、日本でも出
てますよね、Vineland を使って適応行動を調
べたり、社会性とか行動とか情緒とか、そういっ
た面もアセスメントしていきます。それから、
やはりそれが大きく学習に関わってきている場
合、たとえば、成績がすごくよくないんですと
か、読みですごく苦労しているとか、なんらか
の教科ですごく苦労しているということがあれ
ば、学習能力も見ていかなければいけません。
ただ単純に算数とか国語とかというかたちで調
べるのではなくて、読みなら読みの中で、デコー
ディング部分、要するに文字を解読するという
部分と、もっと高次の読解ですとか、それから
流暢性も調べて、どういうところにつまずきが
あるか見つける作業をします。算数でも同じよ
うにしていくわけですけれども、その一つ一つ
を見ていきます。アセスメントをするとよくで
こぼこという話をすると思うんですけれども、
たいていの人はでこぼこがあってフラットな
人っていうのは少ない。それぞれそれなりにで
こぼこがあるわけですけれども、すごく成績が
上がらない、学業的にすごく苦労しているとい
う場合には、とくに LD、学習障害をアセスメ
ントする場合には、知能検査と学力検査の差を
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見るだけだと、知能検査が実際よりも低くなっ
てきてしまっている、基礎的認知機能の部分も
知能検査に反映されて、全体のいわゆる IQと
いうものが下がってしまうので、そこに大きな
差が出てこなかったりする。そのために、LD
じゃないですねって言われることもあるんです
ね。ですから、それよりも一つ一つの基礎的認
知機能、たとえば、流動性推理とか、ワークン
グメモリーだとか、視覚空間だとか、そういう
基礎的認知機能での落ち込みと、それが表現さ
れているかたちとしての学習能力での力にも落
ち込みがあるという共通点があるかどうかも見
ていくことになっていきます。ですから大雑把
に、国語とか算数とかいうかたちではなくて、
聞き取りをしているときに、国語であまりうま
くいかない、どういうところでつまずくという
話があるでしょうから、それと実際の学力を見
た検査と、基礎的な認知機能との関わり合いが
あるようであれば、LDですねっていうことも
言えるので、そういったことを詳しく見ていき
ます。アメリカではテストがすごくたくさん出
版されているので、あれもこれもとこちらの興
味でやっていると何日も何日もかかるようなテ
ストになってしまう。子どもの負担の軽減のた
めにも最低限の検査の数で最大限のデータをと
るというのが我々に課されています。
そのアセスメントの結果を受けてですね、措
置の決定をします。実際に特別支援教育を受給
する資格がこの結果から出ているかどうかを検
討して、それに対してどんな学級措置がいいの
か、どういう支援サービスが必要なのかという
ようなことも、特別支援教育委員会で決定しま
す。スクールサイコロジストはその中の重要な
一メンバーです。そのときに IEP、日本の個別
指導計画に似ているものなんですが、IEP の作
成にも関わったり、それから実際に決めた措置

が、たとえば、制約が一番小さくて、限りなく
そのお子さんが普通のまったく何にもしないで
いる状態に近い状態かどうかということを確認
していき、ケースマネージメントもしていきま
す。
実際に支援介入になると、特別支援の専門の
先生が、特別支援的な指導はしますし、スピー
チセラピストがスピーチセラピーをすることも
ありますが、スクールサイコロジストで言えば、
カウンセリング、コンサルテーション、スキル
トレーニングということをやっていきます。カ
ウンセリングとかスキルトレーニングは直接子
どもにしていきますけれども、コンサルテー
ションは間接サービスとして、教師や親御さん
にしていくというかたちになってきます。
そして、またそれは支援をしていて、毎年デー
タ分析をして、この子に決められた今のプログ
ラム自体が適切かどうか評価をしますし、また
３年ごとに大きくもう一度アセスメントが行わ
れます。再評価までいくと、措置決定と回って
いきます。このどの過程にもスクールサイコロ
ジストは大きく関わっていくことになります。

実際にちょっと先ほど申し上げた話なんです
が、アメリカでは特別支援教育については、
IDEAという法律でいろいろ規定がされていま
す。全障害者教育法という法律なんけれども、
１９７５年にその前身の法律ができました。そこで、
そのときから三つのことを大きく保障している
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んですね。つまり無料で、適切な公教育を、制
約が最小限の環境で行いますということを保障
しています。無料と言っても、この世の中にた
だのものはないわけで、そうしたサービスが無
料で受けられるというのは、公費で負担してい
るわけですね。公費というのはみなさんの税金
で負担しているわけです。ここが一つのポイン
トなんですね。そして適切な公教育を保障して
いる。適切というためには、ニーズに合った教
育を提供するということですよね。シンデレラ
のガラスの靴がすごくステキだと思っても、
ぴったりでなければ履けないわけで、義理のお
姉さんたちは履けなかったわけですよね。同じ
ようにぴったりとしているということが必要な
わけで、ぴったりとしたということが保障され
るためには、ニーズもしっかりとアセスメント
しなければなりません。この適切な公教育をと
いうところに、アセスメントも無料で全部無料
で提供しますよ、ということが含まれているわ
けです。
そして、制約が最小限の環境で、というふう
に言っていますけれども、ここの二つの「適切
な公教育を」というところと「制約が最小限の
環境で」というところに、スクールサイコロジ
ストが大きく関わっています。

「制約」というところが、ちょっとわかりづ
らいと思うんです。ここの表をお見せします。
この左側のピンクの部分というのが、通常教育

の部分なんですね。制約が一番小さい状態が、
通常の教室で、通常の指導で、何にも特別なこ
とがされていない状態のことを言います。
私は近眼なんですけれども、近眼で黒板が見
えないから前の席にしてほしい、ということが
あったとします。私の子どもの頃は、今でもあ
るかもしれませんが、席替えをするのにくじ引
きでしたりすることがありました。そういうと
きに、一番前の席に座らなければならない私は、
席替えのみんなでするくじ引きに入れないわけ
ですよね。くじ引きを引いてしまって、一番う
しろの席になったら困るから。そういったこと
が制約の一つなんですね。
アメリカには日本からたくさん企業の駐在員
が来られ、その方々がお子さんを帯同してきて、
そのお子さんがアメリカの現地校に入りますけ
れども、そのときに英語がわからないとします。
そうするとアメリカでは移民が多いので、その
移民してきた人たちになるべく早く英語を身に
着けてもらって授業についてきてもらえるよう
になってほしいということで、英語の強化訓練
をしていくんですね。それも、多少の制約にな
るわけです。それがこの「補強指導」というと
ころに入るわけです。そういったことを、通常
の教育の範疇内でも随分やっています。
教室の中に教員が入り込んできて指導をする
ということは、日本でもやっていると思います。
「通級指導」というのも日本でもやっています
よね。「統合ティーム指導」というのは、日本
にはない方法かもしれません。TTなんですけ
れども、一人が特別支援教育の専門の教師、も
う一人が通常教育の専門の教師で、二人担任制
で障害認定をされてサービスを受ける必要のあ
る子と、定型発達してきている子どもたちを１
つの学級に入れて指導します。障害認定されて
いる子は１２人を超えない範疇で、１２人以下、そ
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して４０％までというかたちで。ニューヨーク市
なんかはお金がないですから、特に先生が２人
いるならば人数を増やせということになるの
で、３０名までをキャップにして入れています。
それから、「支援学級」「支援学校」というの

は、みなさんもおなじみだと思います。この青
い部分はすでに特別支援教育の範疇内になって
いますが、実際に見た目は通常の教室の中に在
籍しながら、すでにそういった指導を受けられ
るというのが、上の「通常の教室」というので
表しています。このようなスペクトラムがあっ
て、右に行けば行くほど、制約が大きくなるん
です。私たちは、特別な指導が必要な子がいる
とついついこれがあるといいよね、そしたらこ
れもあるといいよね、とサービス精神のつもり
で、てんこ盛りにいろいろなサポートを考えが
ちなんですね。でもそういうことをすることに
よって、お子さんを不必要に隔離してしまうこ
とにもなりかねないんです。
先ほどの《特別支援教育―IDEAの保障して
いること》のスライドに戻りますけれども、制
約が最小限の環境でっていうのは、ニーズには
応えるけれども、それ以上にあれもあるといい
よね、これもあるといいよね、というかたちの
ことはしません、ということをここでうたって
いるんです。てんこ盛りにしちゃうのを少なく
すると、何かけちのようなのですけれども、そ
うではなくて先ほど申し上げましたように、不
必要な隔離を防ぐためにそれをします。
それからもう一つは、先ほど申し上げた、公
費で負担するという部分なんですね。税金でま
かなっているので、納税者に説明責任があるわ
けです。なので、納税者に対して、この子はこ
ういうニーズがあって、それに対して私たちは
応えるために、こういった費用を使いましたと
いうのを説明できるかたちになっていなければ

いけない。すなわち、ニーズには応えるけれど
も、それ以上のことをしていたら説明が成立し
ない。これも重要です。スクールサイコロジス
トとしては、ニーズにこたえているか、しかし、
不必要な隔離にならないかということをしっか
りと監視していきます。

６）子どもへの直接的支援介入

子どもへの直接的支援介入と先ほど申し上げ
ましたが、スクールサイコロジストは、カウン
セリングをすることもあります。定期的なカウ
ンセリングは、先ほどの IEP に特別支援教育
が認定されたときに、その子の措置を決めて、
その支援サービスのサポートの一環としてカウ
ンセリングが必要となれば行ないます。たいだ
い週に１回ぐらいが通常です。特別支援教育の
一つのサービスとして行います。それは個別で
あることもありますし、小集団でやることもあ
ります。
それから特別支援教育以外に、特定のグルー
プへのカウンセリングということも行うことも
あります。たとえば、離婚家庭の子どものグルー
プカウンセリングみたいなものを週１回くら
い、お弁当の時間に「自分のお弁当持っておい
で」と、そのサイコロジストの部屋でやったり
します。これはスクールサイコロジストに限ら
ず、ソーシャルワーカーがやったりガイダンス
カウンセラーがやったりすることも、もちろん
あります。
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それから、危機介入。何か危機が起こった場
合には、それに対して介入して、話すことはも
ちろんやっていきます。スキル・トレーニング、
これもたとえば、特別支援教育の一環として、
行動上の問題があったり、自閉症スペクトラム
のお子さんなんかだと、いわゆる普通の教室に
入っていってするソーシャルスキルトレーング
みたいなものよりも、もっと特化したソーシャ
ルスキルトレーニングが必要なわけで、それを
小さな集団で行ったり、あるいは個別に行った
り、あるいは、実行機能が弱い子に、その実行
機能に関してのトレーニングをするというよう
なこともしていきます。また最近では特別支援
教育でなくともこのようなトレーニングを提供
しています。

７）予防的心理教育

子どもへの予防的心理教育なんかももちろん
行っています。教室に入っていって、ほかの先
生の一緒にいろんなことをやっていくこともあ
りますし、スクールサイコロジストがその時間
を使ってやっていくこともあります。いろいろ
なテーマでやっていきますけれども、ソーシャ
ルスキルトレーニングとか、ストレスコーピン
グ、レジリエンススキルなんかが、一番一般的
だと思います。
それから、全校規模のプログラム運営ってい
うのにも関わります。いじめ予防プログラムで
すとか、PBIS は最近日本でも言われてきてい

ると思いますけれども、ポジティブな行動介入
支援という、一つのシステムになっていて、こ
れは導入している学校が非常に多くなっていま
す。
PBIS には機能的行動分析なんかも入ってく
るので、サイコロジストがかなり、先生方のト
レーニングの中心的な役割をしていくことに
なっていきます。

８）管理職や学校組織への支援

それから、管理職や学校組織へのコンサル
テーションも行います。危機介入チームの重要
メンバーです。日本でも管理職とか養護教員と
か、いろんな人が入っていくと思うのですけれ
ども、そのチームの重要メンバーですし、プラ
ンニングから関わって、毎年それを見直すこと
をしますし、外部との連携というのも重要な役
割です。それから、私も大学院のコースにいた
ときに、よく言われたのが、その学校の中で唯
一のスクールサイコロジストということもよく
あるだろうと、特に小学校なんかではあると思
うと。そのときに教職員のメンタルヘルスにも
気をつかっていく人にならないといけないよ、
とすごく言われました。教職員のメンタルヘル
スというものに対しても、注意を払っていくこ
ともスクールサイコロジストの仕事です。
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９）研修

保護者を対象としたワークショップなんかも
行いますが、教職員に対して教室内で先生がこ
ういうふうにすればもっとうまくいくのにと思
うことが多々あるわけですから、その介入の方
法に関しての研修もします。それから、障害や
合理的配慮についての研修は、教職員によくし
ます。実際の指導の方法と、学習の効果との関
連ということに関して、学習科学の側面から説
明したり、実行機能ですとか、保護者とのコミュ
ニケーションのとり方に関しての研修もやって
いきます。ストレスを抱えている子どもは多い
ので、ストレスコーピングに関してはよく研修
をすることもあります。

１０）パンデミック下のニューヨーク

ここで少しパンデミック関連のことを話した
いと思います。日本でも大変でしたけれど、
ニューヨークは日本とは桁違いに感染者数も多
く、随分日本から「大丈夫？ ニューヨークに
いて」ていうようなご連絡もいただきました。
私は実際には１月の半ばから２月の１０日ぐらい

までだったかな、日本にいたんですね。その頃
ちょうど日本ではクルーズ船の問題が起こって
きて、ああ、なんか流行ってきたなっていう感
じがあり、電車の中のみなさんの様子も変わっ
てきたりしていました。それでも私がニュー
ヨークに戻ったときは、まだまだ極東の話とい
う感じだったんですね。それが徐々に西海岸の
ほうでケースが出てきてみんなそちらの方を向
いていたら後ろからやってきたという感じなん
ですね。ヨーロッパ経由でやってきたことから、
あっという間に感染が拡大して、２月の末から
３月はじめに最初のケースが出て、あっという
間に拡大したので、３月半ばまでにもう学校は
校舎は閉鎖して、授業はオンラインにシフトし
ました。３月２２日に州全体のロックダウンとい
うかたちになりました。全体がロックダウンに
なって、学校も校舎が閉鎖されて、授業がオン
ライになったので、実はこの３月以降からです
ね、３月の末、４月にかけて、州のテストとい
うのをニューヨークでは行っているんですけど
もその州のテストが、一切中止になりました。

ニューヨークでは高校卒業資格認定、どこの
州もそうなのですが、高校卒業資格認定のテス
トというのをやるんですね。ただ科目の授業を
受けていればいいのではなくて、その教科を、
たとえば生物なら生物の授業を受けた、もちろ
んその間には中間テストとか期末テストとか学
校内のテストはあるんですけれど、最後の仕上
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げに州の資格認定のテスト、単位認定のテスト
というのを受けて、それで合格しないと単位を
認めてもらえないんですね。それが一切受けら
れないということになったんです。中止になっ
てしまったので。それから、州の学力検査とい
うのも毎年やっているんですけれども、それも
全部中止になりました。日本で言ったらセン
ター試験というんですか、それに当たる SAT
という試験が年に何回か行われて、何回でも受
けられるのですけれども、それもずっと３月か
らピタッと止まってしまったために、受験生た
ちがすごく大変だったんです。ずっと SATが
中止になって、９月になってやっと再開したと
きに、もういっぱいでどこも申し込んでも入れ
ないんですね。私の知り合いの人は、ノースキャ
ロライナ州だったら受けられるところがあると
いうのを見つけて。遠いんですけれど、そこに
受けに行ったら、帰ってきたときに州の規程で
自粛のために２週間学校を休まなければならな
くなるとか、いろいろ難しいことがあって大騒
ぎしていました。テストがなくなったので学年
末の成績がつけられないとか、授業自体をどう
したらいいのか、というような騒ぎもありまし
た。しかし、オンライン授業になるということ
の問題は、日本ほど大変ではなかったですね。
もともとテクノロジーを非常に入れていて、中
学や高校は教室の中ででもクロームブックなど
を使って、必要な子には学校が貸与するという
かたちでデバイスを貸したりしていました。教
室の中でも、先生が説明して、そのあとで、「じゃ
あ、課題に関しては、Google クラスルームに
入っているから」と言って、そこでコンピュー
ターを開いて子どもたちが始めるというような
授業は多かったものですから、中学高校はわり
とスームズに、「課題が増えたな」とか文句す
ら言っていましたけれど、割とスムーズに行き

ました。ただ、小学校低学年なんかは結構苦労
してましたが、先生は非常にクリエイティブに
やっていました。そのようにオンラインで授業
をするということは、わりとスームズにいった
と思います。９月の新学期からは二択、完全の
オンラインか、ブレンデッドと言って週に２回
とか３回とか学校に行き、あとはオンラインで
学習するというようなかたちで開始をしている
ところがほとんどです。またそこで感染者が出
ると、ちょっと学校が休みになったりしながら
も、そのように続けていっています。
友だちに会えないということが子どもたちに
は一番大きくて、部活もない、スポーツできな
い、お稽古ごとにも行けない、中高生なんかは
それでも自分でスマホを持っていたりしている
ので SNSでいろいろ関係を保ったりしてまし
たけど、小さい子はもう本当に友だちに会えな
いというので大変だったり、今言ったように試
験や評価の中止の影響もありました。先生方の
デジタル能力によって授業の面白さがすごく変
わってしまうこともありました。今は長いこと
オンラインでやっているので、子どもたちもか
なりオンライン疲れが出てきていて、やる気の
低下とか、うつの増加も報告されていますし、
親子も四六時中顔を合わせていないといけない
ので、親子喧嘩が増加したというようなことも
ありました。しかし、マイナス面だけでなく、
子どもの学習に関して保護者が今まで学校に
行って見るわけではなかったので、このように
やっていたのかというのがわかったり、理解が
進んだというのがあります。
ごはんを今まで一緒に食べることが、子ども
も親も忙しくて、今までほとんどなかったけれ
ども、そういう時間がとれたとか、親子の時間
の回復に関しては、みなさんよかったとおっ
しゃっていましたね。今まで子どもも親も忙し
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すぎ。また子どもの忙しさに、親が送り迎えし
なければいけないので、すごく大変だったので、
いつかポーズボタンみたいなものがほしいと
思っていたが、やっと今まで夢見た時間が得ら
れたというふうに喜んでいた方もいらっしゃい
ました。それから、オンラインでやるのがすご
い大変だと、親御さんたちは最初すごく文句を
言ってたんですね。でもテクノロジー能力が、
子どもも親も伸びましたと喜んでいらした方も
いる。先生方も同じだと思います。
私自身も本当に、今まで Zoomは使っていま
したけど、３月までは自分がホストをすること
はほとんどなかったのが、今はホストすること
もでき、いろなんな芸当もできるようになった
ので、私のテクノロジー能力もすごく上がった
なと思います。
それから大きく私が指摘したいことは、
ニューヨーク市ではオンライン授業が始まった
らすぐに Zoom爆弾があったために、Zoomで
のリアルタイムの授業というのをやめちゃった
んですね。ニューヨーク市がやめたら、他のと
ころも影響されてやめたりして、Google ミー
トで朝の会みたいなものをやって、「じゃあ、
今日の課題はこれ」と説明して、あとは「先生
いるからね、質問があったら来てちょうだい」
というかたちでそれぞれが課題に向かうという
ことが、小学校でも結構行われていたんです。
これじゃあすごい大変って親御さんが言ってた
んですけど、実はその課題を、課題であれば、
どの科目から始めてもどの課題から始めても、
自由なわけですよね。自分が時間をかけたい課
題に時間をかけるということもできるわけです
よね。そのように自分で決めて、自分の好きな
順番で、自分の好きなペースで、自分の好きな
時間帯にやってよいということがあると、こん
なにも勉強しやすいんだということを発見した

子たちも結構いるわけです。そうすると自分で
調整することによる学習っていうのは、非常に
やりやすい。先生にリードされて、「はい、書
きましたか？」「書き終わった？」「はい、次ね」っ
ていうような、そのペースまで決められてし
まって一斉にやっていくのと違うということが
わかって、その発見ができた人はすごくうまく
いきました。それから先生方も新たな指導のあ
り方というのを発見して、子どもにまかせてい
いところがこんなにもあったんだということが
わかり、その意味ではものすごくプラスだった
と思うんですね。それぞれが学んで、それぞれ
が学びで伸びを示していくというためには、そ
ういうことが今まで自分でリードして、自分で
子どもたちのペースを決めなければいけないん
だと思っていた先生方には、とっても新しい発
見であり、それが効果的であることが発見でき
て、これはよかったと思うんです。
スクールサイコロジストはその間、授業もな
いし、遊んでいたのかというと、まったくそう
ではなくて、今までどおりのカウンセリングや、
スキルトレーニングというのは、オンラインで
やっていました。もちろんほかの特別支援教育
サービスも、スピーチセラピーなんかもオンラ
インでやっていましたし、依然として IEP に
関しての会議はオンラインで続けていました。
それから、オンラインに関して、オンライン疲
れは生徒だけではなくて先生にもあります。親
御さんから、こういうのが大変、ああいうのが
大変っていうような相談が入ってくれば、それ
に対しての対応をするということもしました。
私どもの、これから話す森先生と私は、ニュー
ヨーク日本人教育審議会というところの教育相
談室でカウンセリングもしているんですけれど
も、そこで主催して、日本語を話す親御さんた
ちを対象に、親御さん対象のワークショップを
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いくつももってきましたが、そういったことも
現地校でもやっていました。
そういった何かがあると、それに対しての対
応というのもスクールサイコロジストはしてい
なかなければなりません。

９）日本のスクールカウンセラーに求められること
NASP（全米スクールサイコロジスト協会）
が求めているスクールサイコロジストに必要な
知識というのは、こんなにいろんなことがある
んです。

この中で特に私が日本を考えたときに、ス
クールサイコロジストに求められることという
か、スクールサイコロジストの仕事を担ってい
る人に求められることっていうのは、こんなこ
とがあると思うんですね。

まず、アセスメント能力で、適切な検査ツー
ルを選んで、支援につながるアセスメントがで
きるということ。いつも、支援につながるとい
うことを念頭においたアセスメントをしない
と、ただ数値を弾き出す、知能テストもいろい
ろあって手が８本ぐらいほしいなと思うような
検査ツールもありますけれども、そういうのを
使いこなしてスコアを出して、スコアを計算し
て IQに変えるという作業であれば、中学生の
賢い子にも教えたらできると思うんですね。そ
うではなくて、いかにここでこの子の支援につ
ながるデータを集められるかというのがポイン
トだし、そしてそれを分析して支援につなげて
いく、その子の発達や学習につなげていける、
それを念頭においたアセスメントを実施すると
いうことが大事です。なので、観察方法、デー
タ収集、分析方法にも精通することがすごく大
事だと思うんですね。ただただ、一つの検査ツー
ルを使って、それだけでおしまいにするのでは
なくて、いろいろな検査のデータと親御さんや
先生から聞いた話を含めたデータをつなげて考
え、分析することができるということが必要だ
と思います。
特別支援教育に関しての知識と情報というの
は、すごく大切です。障害に関しての知識や情
報のアップデートを常にしておくということ
と、子どもに保障された権利や関連法律に関し
ての知識や情報のアップデートもすごく必要で

米国のスクールサイコロジスト
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す。まだ学校現場では合理的配慮の理解が非常
に遅れているので、そのところに子どもに保障
された権利はこういうことなんですよと説明で
きることが必要です。とくに公立の学校では、
合理的配慮を提供しなければいけない義務があ
ります。なので、その提供義務を怠ってしまう
ことになりますよ、ということを先生たちにお
知らせすることも大事です。そのことに関して
よく、スクールカウンセラーなりスクールサイ
コロジストが知っておく必要がありますね。
それから学習に関しての知識と情報の充実と
アップデート。学習科学に関して、心理学を専
攻した人間だからこそ学んでいるので、それを
実際の指導法や介入方法につなげて説明をす
る、こういうふうにするとなぜうまくいくのか。
先生方の中にはそれもわかってらっしゃる方も
いれば、そうではなくて「いやこういう子には
こうすればいいんですよ」、「ずっとそうでし
た」、「そうすればうまくいくんです」と経験か
らおっしゃる方もいる。それがなぜうまくいっ
ているのかということの説明をこちらが提供で
きれば、先生方はご自分の経験と、教えるノウ
ハウをしっかりわかってらっしゃるので、「じゃ
あそれならこういうこともしてみるとうまくい
くかも」ということに発展していきます。その
ような情報提供は必要だと思います。それがで
きるようにこちらも知識と情報をアップデート
していく必要がありますね。

それから、日本を考えた時に、協働能力、保
護者とか教師とか、管理職とか、さまざまな専
門職と協働していく必要が、それができる必要
がありますね。個室でクライアントと対峙する
だけではないわけです。
また、行動とか予防プログラムの知識と情報
というのを知っておく必要もあると思います。
いじめ防止だとか、いろいろなプログラムがあ
りますが、それに関してもよく知っておく必要
がありますし。それから、学校が直面する問題
や取り巻く環境、社会で起きていることへの感
度を上げておいて、学校のニーズアセスメント
をして、必要な介入をする。それから、社会問
題に関して、情報をアップデートして対応する
ということをします。
今回、パンデミック中に黒人の男性が白人の
警察官に首を締められて、亡くなるという事件
が起こり、BLACK LIVES MATTERという運
動が非常に大きなうねりをもって、全米に広が
りました。今年の夏休み中、教師たちがどんな
ことを研修のテーマとしてやってきたかという
と、ジャスティスということなんですね。正義
をどのように子どもたちに教えるかということ
です。研修の案内とかが来ると、それが大きく
とらえられていて、みなさんやっぱり学校でど
のように子どもたちに対峙していけるのか、自
分たちの今までの行動というのはどうだったか
ということを見直し、正しく教えるということ
に力を入れていました。そういうことも非常に
大事で、スクールサイコロジストも、あるいは
スクールカウンセラーも、そういうことをしっ
かりとアップデートしておく必要があると思い
ます。

バーンズ亀山静子
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◦

急いで話をさせていただきましたが、より詳
しく知りたい場合は、全米スクールサイコロジ
スト協会のウェブサイトがここにありますの
で、そこにアクセスしてみてください。ありが
とうございました。

《質疑応答》
フロア：アセスメントのフィードバックという
点で、いわゆる診断のようなことは可能です
か？
バーンズ先生：そうですね、学校現場では特別
支援教育を提供するということと、いわゆる医
療的な診断をすることは別と考えています。学
校での適応を支援するために特別支援教育は必
要ですね、あるいはそうじゃないですね、とい
うタイプの結論をアセスメント結果としてお伝
えする。それから、特別支援教育を受けるため
には、キンダーガーデンという５歳児以上の場
合は、１３カテゴリーある中のどれにあたるかと
いうことを、区分をする必要があるんですけれ
ども、それをお伝えすることになりますが、そ
れが必ずしもお医者さんに行って受けてきた診
断と同じでないことがあります。たとえば、
ADHDの場合だと、医師からADHDの診断を
受けてきても必ずしも特別支援教育の対象にな
るわけではないのです。おそらく、たとえば、
ADHDでコンサータなどの薬を処方され、服
用していて、行動の面でかなり落ち着いていれ

ば、あとは合理的配慮によって、時間延長です
とか、モーターニーズに応えるという意味で多
少動いてもいいとか、そういった合理的配慮を
提供することで十分に対応できると考えていま
す。ADHDで特別支援教育の対象になってい
るとすると、その他に大きな問題があるとか、
学習障害が併発しているお子さんも多いので、
学習障害で特別支援教育の対象になることはあ
ります。自閉症と診断を受けてきたとしても、
自閉症で、知的に高くて、学習上も十分にやり
こなせているお子さんだと、必ずしも自閉症と
いうカテゴリーに入るのではなく、言語的な問
題があるお子さん、コミュニケーションに問題
があるお子さんという区分に入るということが
あります。診断という言い方ではなく、そういっ
たどのカテゴリーに入るかというかたちで、学
校でのアセスメントでは言うようにはしていま
す。ただ、報告書ではその子の検査結果やデー
タにもとづいて具体的な問題を分析しています
ので、それを使い、サービスを始めるというこ
とになっています。
それから、スクールサイコロジストも相手が
子どもであっても守秘義務はもちろんありま
す。ただ、当然担任に話したり、この人に話し
たほうがいいということに関しては、それをな
るべく話しましょう、なぜいいのかという理由
を説明して、納得してもらって、場合によって
は、話す場に同席したりして話したりすること
が私は多いですね。

米国のスクールサイコロジスト
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